
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 2９年４月 1５日発行 

発行：目黒区教育委員会事務局 学校統合推進課 

本号は、新年度最初の発行になります。そこで、

平成２９年度を迎えるにあたってのご挨拶ととも

に、３月２７日に開催した庁内検討組織の会議（第

１５回）の内容、目黒区立大鳥中学校の統合による

成果・課題の検証結果についてお伝えします。 

南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた取組の状況をお知らせします！ 

第九中 
第十一中 

第七中 

第八中 

 

裏面があります -1- 

 

会議では、「南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた課題の整理」と「平成 29 年度南部・

西部地区の区立中学校の統合に向けた取組」について、検討しました。 

■南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた課題の整理 

①各学校の位置・生徒数・地域特性・施設状況などの基礎データの収集、②統合新校の位置・

通学距離・教育環境の整備など統合に当たっての課題の抽出や整理、③統合新校開校までのロー

ドマップ作成に取り組みました。まだ、お示しできる内容には至っていませんが、引き続き検討

を進めていきます。 

■平成２９年度南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた取組 

 ①庁内検討組織における課題整理、②実施計画・行革計画改定作業、③学校統合推進課だより

の発行、④教育施策説明会における説明などの取組について検討しました。 

 

 

 

 

庁内検討組織の会議（第１５回）を 3月 27日に開催しました 

 

 目黒区教育委員会では、区立中学校の統合方針「望ましい規模の区立中学校の実現を目指し

て」（平成 24 年 3 月改定）を策定し、区立中学校については学級数で１１学級以上、生徒数

で３００人を超える学校規模が望ましいという考えを示しました。 

これに基づき、平成１８年４月に第二・第五・第六中学校を統合して目黒中央中学校を、平

成２７年４月に第三・第四中学校を統合して大鳥中学校を開校したところです。 

統合方針の中で、南部・西部地区の第七・第八・第九・第十一中学校を２校程度に統合する

ことが望ましいとしています。そこで、教育委員会事務局と関係学校長で組織する庁内検討組

織を設置し、具体的な統合実施策案を取りまとめた上で、統合方針を改定するよう、検討を進

めていますが、当初の計画通りには進んでいません。○学校施設の長寿命化等、○東日本大震

災の発生及び東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会等の建設業に対する影響、

○区立小中学校の児童生徒数の推移の注視などを踏まえて検討していく必要があるためです。 

平成２９年度は、区の５か年の事業計画である実施計画や財政計画、行革計画の改定に全庁

的に取り組む年度です。そのような中で、現在お示ししている事業内容について見直しを図っ

ていきます。いずれにしましても、南部・西部地区の区立中学校の統合に向けて、所定の手順、

手続を踏むなど、慎重に検討を進めていきたいと思います。 

 

平成 29年度を迎えるにあたって 
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■大鳥中学校の統合による成果と課題（主な内容） 

区分 成  果 課  題 

全体 ・学校統合により大鳥中学校が開校したことに

ついて、全体的に満足感が得られた。 

 

学校規

模 

・生徒数、学級数、教職員数、部活動数が増え

たことについて、満足感が得られた。 

 

統合に

よる生

徒の変

化等 

・友人関係が広がったこと、及び勉強する意欲

や競争意識が高まるきっかけになった。 

・統合の過程において、２年間にわたる学校間

の交流活動により生徒間の交流が深まった。な

ど 

・いじめやけんかなどのトラブルに学校が迅速

に対応してくれることの実感が強くは得られ

ていない。 

・通学区域の拡大について、起床や体力面への

不安が一部にある。など 

統合に

よる教

育効果

等 

・電子黒板などＩＣＴ機器の導入や教職員数の

増加が学習指導充実のきっかけになった。 

・特別活動が活発になった。 

・特色ある教育活動が学校の魅力づくりに寄与

している。など 

・教職員に校務分掌上、学校運営上の負担感が

軽くなったことについて実感が強くは得られ

ていない。 

・部活動の練習時間や活動場所の制限について

の意見が一部にあること。など 

■南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた課題（主な内容） 
区分 課  題 

学校生活 ・生徒や教職員が学校生活の変化に適応することができるよう統合過程の交流活動に取り組

むなど配慮する。など 

学校経営 ・学習指導が充実するよう教育ニーズに即した教育環境の整備を図る。など 

 

 

 

南部・西部地区の区立中学校の統合に関するご意見・ご質問等は、学校統合推進課にお願いします。 

【問い合わせ先】学校統合推進課 電話：５７２２－９３０１（直通） 

Ｅメール：kyoiku05@city.meguro.tokyo.jp 
ホームページ：http://www.city.meguro.tokyo.jp/kyoiku/gakko_kyoiku/chugaku_togo/index.html 
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目黒区立大鳥中学校の統合による成果・課題の検証を行いました 
 

 

教育委員会では、教育課題を提起し、教育施策を積極的に展開するに当たり、保護
者及び区民の皆さんのご理解とご協力をいただけるよう教育施策説明会を開催しま
す。参加を希望される方は、当日会場へお越しください。 

開 催 日 時  間 会  場 
平成２９年５月１３日（土） 

午前１０時～１２時 総合庁舎本館２階大会議室 
５月２７日（土） 

 内容 教育委員会の主な取組み（手話通訳付き）   
 ＊ 保育（未就学児、各日８人）希望者は、５月１日（月）までに予約 
   【問い合わせ先】教育政策課教育政策係 電話：５７２２―９４３２（直通） 

ホームページ：http://www.city.meguro.tokyo.jp/kyoiku/seido_shikumi/setsumeikai/index.html 

 

教育施策説明会を開催します 

大鳥中学校は、平成２７年４月１日に旧第三中学校と旧第四中学校を統合して開校しまし
た。平成２８年度で２年目を迎え、大鳥中学校の統合の過程を経験した生徒が最終学年であ

る３年生になっていました。区最初の統合校である目黒中央中学校の統合評価では、複数の
評価委員から「統合の過程の最中にいた子どもたちの意見を聞きたかった」という意見があ
りました。このような発言を受け、昨年度を検証の機会と捉え、子どもたちの意見をアンケ
ートにより聞く形で実施しました（対象者：大鳥中学校在学生・卒業生・保護者・教職員・
地域関係者）。 

検証結果は、大鳥中学校の学校運営と南部・西部地区の区立中学校の統合に活かしていき

たいと思います。検証結果は、区ホームページでも公開しています。 
ホームページ：http://www.city.meguro.tokyo.jp/kyoiku/gakko_kyoiku/chugaku_togo/index.html 

 


